
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に、この湾曲溝の両端に管径が略１００ｍ
ｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から突出させて形成した桝本体と、この桝本
体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体とを備えた曲がり桝であって、
上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、上記湾曲溝一端の排水管接続口
の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて定められる２／１００より
大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるように
上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略２／１０
０の勾配をもつようにしたことを特徴とする左右両用曲がり桝。
【請求項２】
前記桝本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開
口端が下部開口端に対して略２．８／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とす
る請求項１に記載の左右両用曲がり桝。
【請求項３】
前記桝本体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部
開口端が下部開口端に対して略２．２／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴と
する請求項１に記載の左右両用曲がり桝。
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【請求項４】
桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に、この湾曲溝の両端に管径が略１２５ｍ
ｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から突出させて形成した桝本体と、この桝本
体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体とを備えた曲がり桝であって、
上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、上記湾曲溝一端の排水管接続口
の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて定められる１．７／１００
より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるよ
うに上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略１．
７／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とする左右両用曲がり桝。
【請求項５】
前記桝本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開
口端が下部開口端に対して略２．４／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とす
る請求項４に記載の左右両用曲がり桝。
【請求項６】
前記桝本体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部
開口端が下部開口端に対して略１．８／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴と
する請求項４に記載の左右両用曲がり桝。
【請求項７】
桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に、この湾曲溝の両端に管径が略１５０ｍ
ｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から突出させて形成した桝本体と、この桝本
体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体とを備えた曲がり桝であって、
上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、上記湾曲溝一端の排水管接続口
の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて定められる１．５／１００
より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるよ
うに上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略１．
５／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とする左右両用曲がり桝。
【請求項８】
前記桝本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開
口端が下部開口端に対して略２．１／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とす
る請求項７に記載の左右両用曲がり桝。
【請求項９】
前記桝本体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部
開口端が下部開口端に対して略１．６／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴と
する請求項７に記載の左右両用曲がり桝。
【請求項１０】
桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に、この湾曲溝の両端に管径が略２００ｍ
ｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から突出させて形成した桝本体と、この桝本
体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体とを備えた曲がり桝であって、
上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、上記湾曲溝一端の排水管接続口
の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて定められる１．２／１００
より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるよ
うに上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略１．
２／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とする左右両用曲がり桝。
【請求項１１】
前記桝本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開
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口端が下部開口端に対して略１．７／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とす
る請求項１０に記載の左右両用曲がり桝。
【請求項１２】
前記桝本体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と
他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部
開口端が下部開口端に対して略１．３／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴と
する請求項１０に記載の左右両用曲がり桝。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、宅地内の排水管路の屈曲点に埋設される左右両用曲がり桝に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、宅地内の排水管路の屈曲点には、曲がり桝と呼ばれる排水桝が埋設されている
。この曲がり桝は、桝底部に湾曲溝を形成すると共に、該湾曲溝の両端に排水管接続口を
桝側壁から突出させて形成したものであり、９０°曲がり桝と４５°曲がり桝が主流を占
めている。
【０００３】
９０°曲がり桝は、桝底部の湾曲溝が略１／４円弧状に湾曲し、その両端の排水管接続口
に上流側及び下流側の排水管を差込むと、双方の排水管を直角に接続できるものである。
また、４５°曲がり桝は、桝底部の湾曲溝が略１／８円弧状に湾曲し、その両端の排水管
接続口に上流側及び下流側の排水管を差込むと、双方の排水管を１３５°の角度で接続で
きるものである。
【０００４】
９０°曲がり桝には、排水管路の流れ勾配と合致するように、湾曲溝の一端の排水管接続
口から他端の排水管接続口に向かって流れ勾配を付けたものと、逆に湾曲溝の他端の排水
管接続口から一端の排水管接続口に向かって流れ勾配をつけたものとの２種類がある。同
様に４５°曲がり桝にも、湾曲溝の一端の排水管接続口から他端の排水管接続口に向かっ
て流れ勾配を付けたものと、湾曲溝の他端の排水管接続口から一端の排水管接続口に向か
って流れ勾配をつけたものとの２種類がある。
【０００５】
このように、従来の９０°曲がり桝や４５°曲がり桝には、逆向きの流れ勾配を付けたも
のが２種類ずつあるので、在庫の種類の多さが問題となっていた。
【０００６】
そこで、在庫の種類を半減させるため、図９～図１１に示すように、桝底部に流れ勾配の
ない略１／４円弧状の湾曲溝１０１を形成し、該湾曲溝１０１の両端に排水管接続口１０
２ａ，１０２ｂを桝側壁から突出させて形成した所謂「左右兼用タイプ」の９０°曲がり
桝１００や、同様に、流れ勾配のない略１／８円弧状の湾曲溝を桝底に形成して、その両
端に排水管接続口を形成した所謂「左右兼用タイプ」の４５°曲がり桝（不図示）が製造
されるようになった。
【０００７】
この９０°曲がり桝１００は、湾曲溝一端（図中左端）の排水管接続口１０２ａに上流側
排水管を接続し、湾曲溝他端（図中右端）の排水管接続口１０２ｂに下流側排水管を接続
する場合には、図１１に示すように９０°曲がり桝１００を右側に少し傾け、一端の排水
管接続口１０２ａから他端の排水管接続口１０２ｂに向かって流れ勾配が付くように設置
される。逆に、他端の排水管接続口１０２ｂに上流側排水管を接続し、一端の排水管接続
口１０２ａに下流側排水管を接続する場合には、９０°曲がり桝１００を左側に少し傾け
、他端の排水管接続口１０２ｂから一端の排水管接続口１０２ａに向かって流れ勾配が付
くように設置される。
【０００８】
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流れ勾配は排水管の管径によって若干異なり、管径が略１００ｍｍの排水管を排水管接続
口１０２ａ，１０２ｂに接続する場合の流れ勾配は通常２／１００に設定され、管径が略
１２５ｍｍの排水管を接続する場合の流れ勾配は通常１．７／１００に設定され、管径が
略１５０ｍｍの排水管を接続する場合の流れ勾配は通常１．５／１００に設定され、管径
が略２００ｍｍの排水管を接続する場合の流れ勾配は通常１．２／１００に設定される。
【０００９】
上記の流れ勾配を付ける作業は、業者の経験と勘を頼りに適当に行われる場合が多いが、
例えば図１１に示すような勾配設定用治具１１０を用いて流れ勾配を付ける場合もある。
即ち、この勾配設定用治具１１０は、治具上面が治具底面に対して排水管路の流れ勾配に
等しい勾配Ｔ（例えば管径が１００ｍｍの排水管路の場合は２／１００）を有するもので
、図１０に示すように、この治具１１０を９０°曲がり桝１００の左右対称線Ｌと直交さ
せて該曲がり桝１００の上端開口縁１０３に載置し、その上に水準器１０を設置して、該
治具１１０の上面が水平となるように曲がり桝１００を傾けることにより、流れ勾配を付
けるものである。
【００１０】
しかしながら、従来の左右兼用タイプの曲がり桝は、業者の経験と勘を頼りに流れ勾配を
付ける場合は勿論、上記の勾配設定用治具１１０を用いて流れ勾配を付ける場合でも、次
に述べるような問題があった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
例えば管径が１００ｍｍの排水管路において、９０°曲がり桝に２／１００の流れ勾配を
付けるために、勾配設定用治具１１０として治具上面が治具底面に対して２／１００の勾
配を有する治具を使用し、前記のように９０°曲がり桝１００を傾けると、図１２に示す
ように、湾曲溝一端の排水管接続口１０２ａの中心Ｐと湾曲溝他端の排水管接続口１０２
ｂの中心Ｑを結ぶ線Ｌ P Qは、２／１００の勾配Ｔをもつことになる。
【００１２】
しかし、一端の排水管接続口１０２ａの中心Ｐを通る中心軸線Ｌ P  の勾配ｔ、及び、他端
の排水管接続口１０２ｂの中心Ｑを通る中心軸線Ｌ Q  の勾配ｔは、いずれも略１．４／１
００となる。これは、中心軸線Ｌ P  と中心軸線Ｌ Q  との直交点をＯとすると、Ｐ－Ｏ－Ｑ
の長さがＰ－Ｑの長さの略１．４倍となるからである。
【００１３】
このように排水管接続口１０２ａ，１０２ｂの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  の勾配ｔが、これらの
接続口に差込接続される上流側及び下流側の排水管の流れ勾配（２／１００）より小さく
なると、排水管の差込接続の作業が困難になり、また、差込接続しても排水管の流れ勾配
に誤差が生じるという問題があった。
【００１４】
かかる問題は、４５°曲がり桝においても同様に生じるものである。また、管径が１２５
ｍｍの排水管路において左右兼用タイプの曲がり桝に１．７／１００の流れ勾配を付ける
ために１．７／１００の勾配設定用治具を使用する場合、或は、管径が１５０ｍｍの排水
管路において左右兼用タイプの曲がり桝に１．５／１００の流れ勾配を付けるために１．
５／１００の勾配設定用治具を使用する場合、或は、管径が２００ｍｍの排水管路におい
て左右兼用タイプの曲がり桝に１．２／１００の流れ勾配を付けるために１．２／１００
の勾配設定用治具を使用する場合などにも、同様に生じるものである。
【００１５】
本発明は上記の問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、双方の排水管接
続口の中心軸線がいずれも排水管の所定の流れ勾配に等しい勾配となるように、一端の排
水管接続口から他端の排水管接続口に向かって、或は、他端の排水管接続口から一端の排
水管接続口に向かって、適正な流れ勾配を簡単に付けることができ、そのため排水管の差
込接続が容易となり、排水管の流れ勾配に誤差を生じることがない、左右両用曲がり桝を
提供することにある。
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【００１６】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成する本発明の左右両用曲がり桝は次の４タイプに大別される。
【００１７】
▲１▼管径が１００ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用曲がり桝で、排水管
接続口の中心軸線に２／１００の勾配を付与する必要があるもの。
【００１８】
▲２▼管径が１２５ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用曲がり桝で、排水管
接続口の中心軸線に１．７／１００の勾配を付与する必要があるもの。
【００１９】
▲３▼管径が１５０ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用曲がり桝で、排水管
接続口の中心軸線に１．５／１００の勾配を付与する必要があるもの。
【００２０】
▲４▼管径が２００ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用曲がり桝で、排水管
接続口の中心軸線に１．２／１００の勾配を付与する必要があるもの。
【００２１】
上記▲１▼のタイプに属するものが請求項１～３に係る左右両用曲がり桝である。
【００２２】
即ち、請求項１の左右両用曲がり桝は、桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に
、この湾曲溝の両端に管径が略１００ｍｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から
突出させて形成した桝本体と、この桝本体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体
とを備えた曲がり桝であって、上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、
上記湾曲溝一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応
じて定められる２／１００より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒体の
上部開口端が水平となるように上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続口の
中心軸線がいずれも略２／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とするものである。
【００２３】
そして、請求項２の左右両用曲がり桝は、請求項１の左右両用曲がり桝において、前記桝
本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端の
排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口端が
下部開口端に対して略２．８／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とするもの
である。
【００２４】
また、請求項３の左右両用曲がり桝は、請求項１の左右両用曲がり桝において、前記桝本
体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排
水管接続口の中心軸線との夾角が略１４５°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口端が
下部開口端に対して略２．２／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とするもの
である。
【００２５】
請求項１の左右両用曲がり桝は、湾曲溝の一端（左端）の排水管接続口を上流側排水管の
接続口として、他端（右端）の排水管接続口を下流側排水管の接続口として使用する場合
には、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配が右上がりの勾配となるように該筒体を桝本体
の上端開口部に嵌合接続する。そして、この勾配設定用筒体の右上がりの上部開口端に例
えば水準器等を載置し、該上部開口端が水平となるように桝本体を右側に少し傾けると、
一端（左端）の排水管接続口から他端（右端）の排水管接続口に向かって適正な流れ勾配
が付き、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも上流側及び下流側の排水管（管径１０
０ｍｍ）の流れ勾配に等しい略２／１００の勾配をもつようになるため、排水管の差込接
続作業を容易に行うことが可能となり、排水管の流れ勾配に誤差が生じる心配も解消され
る。
【００２６】
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一方、湾曲溝の一端（左端）の排水管接続口を下流側排水管の接続口として、他端（右端
）の排水管接続口を上流側排水管の接続口として使用する場合は、勾配設定用筒体の上部
開口端の勾配が左上がりの勾配となるように、該筒体を１８０°回して桝本体の上端開口
部に嵌合接続し、上記と同様に水準器等を用いて、勾配設定用筒体の上部開口端が水平と
なるように桝本体を左側へ少し傾けて設置すればよい。このようにすると、他端（右端）
の排水管接続口から一端（左端）の排水管接続口に向かって適正な流れ勾配が付き、上記
と同様に両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも上流側及び下流側の排水管（管径１０
０ｍｍ）の流れ勾配に等しい略２／１００の勾配をもつようになるため、上記と同様の効
果が得られる。
【００２７】
勾配設定用筒体の上部開口端の勾配は、該上部開口端が水平となるように桝本体を傾けた
とき、湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略２／１００の勾配をもつように
、一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて定め
られるものであり、夾角をθとすると、勾配Ｔは次の近似式（１）で算出される。
【００２８】
Ｔ＝［２／ｓｉｎ（θ／２）］／１００　　　………（１）
この近似式（１）から判るように、勾配設定用筒体の上端開口部の勾配は夾角θが小さく
なるほど大きくなり、夾角θが１８０°に近づくほど勾配は小さくなって２／１００に近
づくが、２／１００以下となることはない。２／１００以下では、勾配設定用筒体の上部
開口端が水平となるように桝本体を傾けても、湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線が、
管径１００ｍｍの排水管に必要な流れ勾配２／１００よりも小さな勾配をもつことになる
ので、本発明の目的を達成することはできない。
【００２９】
請求項２の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排
水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であるものは
、上記の近似式（１）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略２．８／１００に設
定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体を傾けると
適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径１００ｍｍの排
水管の流れ勾配に等しい略２／１００の勾配をもつようになる。
【００３０】
また、請求項３の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一
端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であ
るものは、上記の近似式（１）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略２．２／１
００に設定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体を
傾けると適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径１００
ｍｍの排水管の流れ勾配に等しい略２／１００の勾配をもつようになる。
【００３１】
次に、前記▲２▼のタイプに属するものが請求項４～６に係る左右両用曲がり桝である。
【００３２】
即ち、請求項４の左右両用曲がり桝は、桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に
、この湾曲溝の両端に管径が略１２５ｍｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から
突出させて形成した桝本体と、この桝本体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体
とを備えた曲がり桝であって、上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、
上記湾曲溝一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応
じて定められる１．７／１００より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒
体の上部開口端が水平となるように上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続
口の中心軸線がいずれも略１．７／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とするもの
である。
【００３３】
そして、請求項５の左右両用曲がり桝は、請求項４の左右両用曲がり桝において、前記桝
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本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端の
排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口端が
下部開口端に対して略２．４／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とするもの
である。
【００３４】
また、請求項６の左右両用曲がり桝は、請求項４の左右両用曲がり桝において、前記桝本
体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排
水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口端が
下部開口端に対して略１．８／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とするもの
である。
【００３５】
請求項４の左右両用曲がり桝は、勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるように桝本体
を少し傾けると、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも、管径１２５ｍｍの排水管の
適正な流れ勾配に等しい略１．７／１００の勾配をもつようになるため、管径１２５ｍｍ
の排水管の差込接続作業を容易に行うことが可能となり、排水管の流れ勾配に誤差を生じ
る心配が解消される。
【００３６】
勾配設定用筒体の上部開口端の勾配は、該上部開口端が水平となるように桝本体を傾けた
とき、湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略１．７／１００の勾配をもつよ
うに、一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて
定められるものであり、夾角をθとすると、勾配Ｔは次の近似式（２）で算出される。
【００３７】
Ｔ＝［１．７／ｓｉｎ（θ／２）］／１００　　　………（２）
この近似式（２）から判るように、勾配設定用筒体の上端開口部の勾配は夾角θが小さく
なるほど大きくなり、夾角θが１８０°に近づくほど勾配は小さくなって１．７／１００
に近づくが、１．７／１００以下となることはない。１．７／１００以下では、勾配設定
用筒体の上部開口端が水平となるように桝本体を傾けても、湾曲溝両端の排水管接続口の
中心軸線が、管径１２５ｍｍの排水管に必要な１．７／１００の流れ勾配よりも小さな勾
配をもつことになるので、本発明の目的を達成することはできない。
【００３８】
請求項５の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排
水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であるものは
、上記の近似式（２）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略２．４／１００に設
定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体を傾けると
適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径１２５ｍｍの排
水管の流れ勾配に等しい略１．７／１００の勾配をもつようになる。
【００３９】
そして、請求項６の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その
一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°で
あるものは、上記の近似式（２）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略１．８／
１００に設定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体
を傾けると適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径１２
５ｍｍの排水管の流れ勾配に等しい略１．７／１００の勾配をもつようになる。
【００４０】
次に、前記▲３▼のタイプに属するものが請求項７～９に係る左右両用曲がり桝である。
【００４１】
即ち、請求項７の左右両用曲がり桝は、桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共に
、この湾曲溝の両端に管径が略１５０ｍｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁から
突出させて形成した桝本体と、この桝本体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒体
とを備えた曲がり桝であって、上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して、

10

20

30

40

50

(7) JP 3661006 B2 2005.6.15



上記湾曲溝一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応
じて定められる１．５／１００より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用筒
体の上部開口端が水平となるように上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接続
口の中心軸線がいずれも略１．５／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とするもの
である。
【００４２】
そして、請求項８の左右両用曲がり桝は、請求項７の左右両用曲がり桝において、前記桝
本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端の
排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口端が
下部開口端に対して略２．１／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とするもの
である。
【００４３】
また、請求項９の左右両用曲がり桝は、請求項７の左右両用曲がり桝において、前記桝本
体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排
水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口端が
下部開口端に対して略１．６／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とするもの
である。
【００４４】
請求項７の左右両用曲がり桝は、勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるように桝本体
を少し傾けると、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも、管径１５０ｍｍの排水管の
適正な流れ勾配に等しい略１．５／１００の勾配をもつようになるため、管径１５０ｍｍ
の排水管の差込接続作業を容易に行うことが可能となり、排水管の流れ勾配に誤差を生じ
る心配が解消される。
【００４５】
勾配設定用筒体の上部開口端の勾配は、該上部開口端が水平となるように桝本体を傾けた
とき、湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略１．５／１００の勾配をもつよ
うに、一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて
定められるものであり、夾角をθとすると、勾配Ｔは次の近似式（３）で算出される。
【００４６】
Ｔ＝［１．５／ｓｉｎ（θ／２）］／１００　　　………（３）
この近似式（３）から判るように、勾配設定用筒体の上端開口部の勾配は夾角θが小さく
なるほど大きくなり、夾角θが１８０°に近づくほど勾配は小さくなって１．５／１００
に近づくが、１．５／１００以下となることはない。１．５／１００以下では、勾配設定
用筒体の上部開口端が水平となるように桝本体を傾けても、湾曲溝両端の排水管接続口の
中心軸線が、管径１５０ｍｍの排水管に必要な１．５／１００の流れ勾配よりも小さな勾
配をもつことになるので、本発明の目的を達成することはできない。
【００４７】
請求項８の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排
水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であるものは
、上記の近似式（３）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略２．１／１００に設
定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体を傾けると
適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径１５０ｍｍの排
水管の流れ勾配に等しい略１．５／１００の勾配をもつようになる。
【００４８】
そして、請求項９の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その
一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°で
あるものは、上記の近似式（３）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略１．６／
１００に設定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体
を傾けると適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径１５
０ｍｍの排水管の流れ勾配に等しい略１．５／１００の勾配をもつようになる。
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【００４９】
次に、前記▲４▼のタイプに属するものが請求項１０～１２に係る左右両用曲がり桝であ
る。
【００５０】
即ち、請求項１０の左右両用曲がり桝は、桝底部に流れ勾配のない湾曲溝を形成すると共
に、この湾曲溝の両端に管径が略２００ｍｍの排水管を接続する排水管接続口を桝側壁か
ら突出させて形成した桝本体と、この桝本体の上端開口部に嵌合接続される勾配設定用筒
体とを備えた曲がり桝であって、上記勾配設定用筒体の上部開口端が下部開口端に対して
、上記湾曲溝一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に
応じて定められる１．２／１００より大きい所定の勾配をもって傾斜し、上記勾配設定用
筒体の上部開口端が水平となるように上記桝本体を傾けると、上記湾曲溝両端の排水管接
続口の中心軸線がいずれも略１．２／１００の勾配をもつようにしたことを特徴とするも
のである。
【００５１】
そして、請求項１１の左右両用曲がり桝は、請求項１０の左右両用曲がり桝において、前
記桝本体の湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他
端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口
端が下部開口端に対して略１．７／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とする
ものである。
【００５２】
また、請求項１２の左右両用曲がり桝は、請求項１０の左右両用曲がり桝において、前記
桝本体の湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、その一端の排水管接続口の中心軸線と他端
の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°であり、前記勾配設定用筒体の上部開口
端が下部開口端に対して略１．３／１００の勾配をもって傾斜していることを特徴とする
ものである。
【００５３】
請求項１０の左右両用曲がり桝は、勾配設定用筒体の上部開口端が水平となるように桝本
体を少し傾けると、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも、管径２００ｍｍの排水管
の適正な流れ勾配に等しい略１．２／１００の勾配をもつようになるため、管径２００ｍ
ｍの排水管の差込接続作業を容易に行うことが可能となり、排水管の流れ勾配に誤差を生
じる心配が解消される。
【００５４】
勾配設定用筒体の上部開口端の勾配は、該上部開口端が水平となるように桝本体を傾けた
とき、湾曲溝両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも略１．２／１００の勾配をもつよ
うに、一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角に応じて
定められるものであり、夾角をθとすると、勾配Ｔは次の近似式（４）で算出される。
【００５５】
Ｔ＝［１．２／ｓｉｎ（θ／２）］／１００　　　………（４）
この近似式（４）から判るように、勾配設定用筒体の上端開口部の勾配は夾角θが小さく
なるほど大きくなり、夾角θが１８０°に近づくほど勾配は小さくなって１．２／１００
に近づくが、１．２／１００以下となることはない。１．２／１００以下では、勾配設定
用筒体の上部開口端が水平となるように桝本体を傾けても、湾曲溝両端の排水管接続口の
中心軸線が、管径２００ｍｍの排水管に必要な１．２／１００の流れ勾配よりも小さな勾
配をもつことになるので、本発明の目的を達成することはできない。
【００５６】
請求項１１の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／４円弧状に形成され、その一端の
排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略９０°であるもの
は、上記の近似式（４）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略１．７／１００に
設定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本体を傾ける
と適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径２００ｍｍの
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排水管の流れ勾配に等しい略１．２／１００の勾配をもつようになる。
【００５７】
そして、請求項１２の左右両用曲がり桝のように湾曲溝が略１／８円弧状に形成され、そ
の一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角が略１３５°
であるものは、上記の近似式（４）から、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配を略１．３
／１００に設定すればよく、このような勾配を有する上部開口端が水平となるように桝本
体を傾けると適正な流れ勾配が付いて、両端の排水管接続口の中心軸線がいずれも管径２
００ｍｍの排水管の流れ勾配に等しい略１．２／１００の勾配をもつようになる。
【００５８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の具体的な実施形態を詳述する。
【００５９】
図１は本発明の一実施形態に係る左右両用曲がり桝の分解正面図、図２は同曲がり桝の平
面図、図３及び図４は同曲がり桝の設置方法の説明図、図５は同曲がり桝の原理説明図で
ある。
【００６０】
この実施形態は、管径が１００ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の９０°
曲がり桝であって、排水管接続口の中心軸線に２／１００の勾配を付与する必要があるも
のを示している。
【００６１】
この左右両用の９０°曲がり桝は、図１に示すように、桝本体１と勾配設定用筒体２とで
構成されている。
【００６２】
図１，図２に示すように、この桝本体１の桝底部には、流れ勾配のない湾曲溝１ａが略１
／４円弧状に形成されており、該湾曲溝１ａの両端には、管径１００ｍｍの排水管を接続
するソケット形の一対の排水管接続口１ｂ，１ｃが桝側壁から突出して形成されている。
湾曲溝一端（左端）の排水管接続口１ｂの中心軸線Ｌ P  と、湾曲溝他端（右端）の排水管
接続口１ｃの中心軸線Ｌ Q  との夾角θは、図２に示すように略９０°に設定されており、
上流側及び下流側の管径１００ｍｍの排水管（不図示）を排水管接続口１ｂ，１ｃに差込
むと略直角に接続できるようになっている。
【００６３】
この桝本体１の上端は水平に開口され、この上端開口部１ｄに前記の勾配設定用筒体２が
嵌合接続されるようになっている。また、桝本体１の桝底下面には環状の支持脚部１ｅが
形成され、桝本体１の設置安定性が高められている。
【００６４】
一方、勾配設定用筒体２は、図１に示すように、筒体下部が桝本体１の上端開口部１ｄへ
嵌合される小径筒部２ａに形成されている。そして、この勾配設定用筒体２の上部開口端
２ｂは、下部開口端２ｃに対して略２．８／１００の勾配をもって傾斜している。
【００６５】
この勾配設定用筒体２の外面と桝本体１の上端開口部１ｄの外面には、目印２ｄ，１ｆが
それぞれ形成されており、双方の目印２ｄ，１ｆが上下に重なるように勾配設定用筒体２
を桝本体１の上端開口部１ｄに嵌合接続すると、上部開口端２ｂの勾配が右上がり又は左
上がりの勾配となり、勾配設定用筒体２の上下寸法の最も大きい側面部分と上下寸法の最
も小さい側面部分が、桝本体１の左右対称線Ｌ（換言すれば排水管接続口１ｂの中心軸線
Ｌ P  と排水管接続口１ｃの中心軸線Ｌ Q  との夾角θを二等分する線Ｌ）を挟んで左右対称
位置となるように構成されている。
【００６６】
そして、勾配設定用筒体２の嵌合接続作業や目印２ｄ，１ｆの位置合わせを容易にするた
め、勾配設定用筒体２の外面に、相対向する一対の把手２ｅ，２ｅが形成されている。
【００６７】
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この場合、図６に示すように、勾配設定用筒体２の小径筒部２ａの外面に相対向する一対
の位置決め用の凸条２ｆ，２ｆを形成すると共に、桝本体１の上端開口部１ｄの内面に相
対向する一対の凹溝１ｇ，１ｇを形成し、該凸条２ｆ，２ｆを該凹溝１ｇ，１ｇに嵌め込
むことによって、勾配設定用筒体２の上部開口端２ｂの勾配が右上がり又は左上がりの勾
配となるように位置決めできるようにしておくと、目印２ｄ，１ｆの位置合わせが不要と
なり、位置合わせの後で勾配設定用筒体２が回転することも防止できるので好ましい。
【００６８】
尚、勾配設定用筒体２の位置決め手段は上記の凸条２ｆと凹溝１ｇに限定されるものでは
なく、例えば、勾配設定用筒体２の小径筒部２ａの外周面と桝本体１の上端開口部の内周
面を互いに噛み合う凹凸面に形成するなど、種々の手段を採用することができる。
【００６９】
以上のような構成の左右兼用曲がり桝は、次の要領で排水管路の直角の屈曲点に設置され
る。
【００７０】
まず、桝本体１の湾曲溝一端（左端）の排水管接続口１ｂを上流側排水管の接続口として
、湾曲溝他端（右端）の排水管接続口１ｃを下流側排水管の接続口として使用する場合に
は、図３に示すように勾配設定用筒体２の上部開口端２ｂの勾配が右上がりの勾配となる
ように目印２ｄ，１ｆを合わせて該筒体２を桝本体１の上端開口部１ｄに嵌合接続し、該
筒体２の上部開口端２ｂに水準器１０を載置して、上部開口端２ｂが水平となるように桝
本体１を右側に少し傾けた状態で設置する。
【００７１】
このように桝本体１を傾けると、湾曲溝一端（左端）の排水管接続口１ｂから他端（右端
）の排水管接続口１ｃに向かって適正な流れ勾配が付き、両端の排水管接続口１ｂ，１ｃ
の中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  がいずれも、上流側及び下流側の管径１００ｍｍの排水管の適正な
流れ勾配に等しい略２／１００の勾配ｔをもつようになる。
【００７２】
即ち、図５に示すように、一端（左端）の排水管接続口１ｂの中心Ｐを通る中心軸線Ｌ P  
と、他端（右端）の排水管接続口１ｃの中心Ｑを通る中心軸線Ｌ Q  との直交点をＯとし、
Ｐ－Ｏの長さ及びＯ－Ｑの長さをそれぞれＳとすると、Ｐ－Ｑの長さは２Ｓ・ｓｉｎ（θ
／２）であるから、双方の中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  にそれぞれ一定の勾配ｔを与えるためには
、中心Ｐと中心Ｑを結ぶ線Ｌ P Qに、近似的に上記勾配ｔの２Ｓ／２Ｓ・ｓｉｎ（θ／２）
倍の勾配Ｔ、つまり、上記勾配ｔの１／ｓｉｎ（θ／２）倍の勾配Ｔを与える必要がある
。
【００７３】
従って、双方の中心軸線の上記勾配ｔが２／１００の場合、中心Ｐと中心Ｑを結ぶ線Ｌ P Q

に与える勾配Ｔは、前記の近似式（１）の通り、Ｔ＝［２／ｓｉｎ（θ／２）］／１００
となり、夾角θが９０°の場合、中心Ｐと中心Ｑを結ぶ線Ｌ P Qに、［２／ｓｉｎ４５°］
／１００の勾配Ｔ、つまり略２．８／１００の勾配Ｔを与えればよいことになるので、上
記のように桝本体１を傾けることによって線Ｌ P Qの勾配Ｔを略２．８／１００に設定する
と、双方の中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  の勾配ｔがいずれも略２／１００の勾配ｔをもつようにな
る。
【００７４】
このように双方の排水管接続口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  がいずれも、上流側及び
下流側の管径１００ｍｍの排水管の適正な勾配に等しい略２／１００の勾配ｔをもつと、
排水管の差込接続作業を容易に行うことが可能となり、排水管の流れ勾配に誤差が生じる
こともなくなる。
【００７５】
上記のように勾配を適正に設定して排水管の接続作業が終わると、上方から高さ調節用の
筒体（不図示）を勾配設定用筒体２に嵌着して土中に埋設し、配管工事を完了する。
【００７６】
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一方、一端（左端）の排水管接続口１ｂを下流側排水管の接続口とし、他端（右端）の排
水管接続口１ｃを上流側排水管の接続口として使用する場合は、勾配設定用筒体２を１８
０°回転させて、図４に示すように該筒体２の上部開口端２ｂの勾配が左上がりの勾配と
なるように目印２ｄ，１ｆを合わせて該筒体２を桝本体１の上端開口部１ｄに嵌合接続し
、該筒体２の上部開口端２ｂに水準器１０を載置して、上部開口端２ｂが水平となるよう
に桝本体１を左側に少し傾けた状態で設置する。
【００７７】
このように桝本体１を傾けると、湾曲溝他端（右端）の排水管接続口１ｃから一端（左端
）の排水管接続口１ｂに向かって適正な流れ勾配が付き、上記と同じ原理で両端の排水管
接続口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  がいずれも上流側及び下流側の排水管の流れ勾配
に等しい略２／１００の勾配ｔをもつため、上記と同様に排水管の接続作業を容易に行う
ことが可能となり、排水管の流れ勾配に誤差を生じることがなくなる。
【００７８】
なお、勾配設定用筒体２に、上流側と下流側を識別できるマーク（不図示）を形成してお
くと、該筒体２を間違って１８０°逆向きに嵌合して反対の流れ勾配を付けることがなく
なる利点があるので望ましい。
【００７９】
上記実施形態の９０°曲がり桝は、管径が１００ｍｍの排水管を排水管接続口１ｂ，１ｃ
に接続するもので、排水管接続口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  に２／１００の勾配を
付与する必要があるため、勾配設定用筒体２の上部開口端２ｂの勾配Ｔを略２．８／１０
０に設定しているが、管径が１２５ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の９
０°曲がり桝で、排水管接続口の中心軸線に１．７／１００の勾配を付与する必要がある
ものでは、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔは、前記近似式（２）のようにＴ＝［１
．７／ｓｉｎ（θ／２）］／１００となり、θが９０°の場合、勾配設定用筒体の上部開
口端の勾配Ｔを２．４／１００に設定すれば良いことになる。
【００８０】
また、管径が１５０ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の９０°曲がり桝で
、排水管接続口の中心軸線に１．５／１００の勾配を付与する必要があるものでは、勾配
設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔは、前記近似式（３）のようにＴ＝［１．５／ｓｉｎ（
θ／２）］／１００となり、θが９０°の場合、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔを
２．１／１００に設定すれば良いことになる。
【００８１】
更に、管径が２００ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の９０°曲がり桝で
、排水管接続口の中心軸線に１．２／１００の勾配を付与する必要があるものでは、勾配
設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔは、前記近似式（４）のようにＴ＝［１．２／ｓｉｎ（
θ／２）］／１００となり、θが９０°の場合、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔを
１．７／１００に設定すれば良いことになる。
【００８２】
図７は本発明の他の実施形態に係る左右両用曲がり桝の分解正面図、図８は同曲がり桝の
平面図である。
【００８３】
この実施形態は、管径が１００ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の４５°
曲がり桝であって、排水管接続口の中心軸線に２／１００の勾配を付与する必要があるも
のを示している。
【００８４】
この左右両用の４５°曲がり桝は、桝本体１と勾配設定用筒体２からなるもので、桝本体
１の桝底部には、流れ勾配のない湾曲溝１ａが略１／８円弧状に形成されている。そして
、この湾曲溝１ａの両端には、管径が１００ｍｍの排水管を接続するソケット形の排水管
接続口１ｂ，１ｃが桝側壁から突出して形成されており、一端（左端）の排水管接続口１
ｂの中心軸線Ｌ P  と、他端（右端）の排水管接続口１ｃの中心軸線Ｌ Q  との夾角θが１３
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５°となっている。また、勾配設定用筒体２は、その上部開口端２ｂが下部開口端２ｃに
対して略２．２／１００の勾配Ｔをもって傾斜している。
【００８５】
その他の構成は前述した実施形態の左右両用の９０°曲がり桝と同様であるので、図７及
び図８において同一部材に同一符号を付し、説明を省略する。
【００８６】
このような構成の左右両用曲がり桝も、勾配設定用筒体２の上に水準器を載置して、該筒
体２の上部開口端２ａが水平となるように桝本体１を右側又は左側に少し傾けると、湾曲
溝１ａの一端の排水管接続口１ｂから他端の排水管接続口１ｃに向かって、又は、他端の
排水管接続口１ｃから一端の排水管接続口１ｂに向かって適正な流れ勾配が付き、双方の
排水管接続口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  がいずれも管径１００ｍｍの排水管の適正
な流れ勾配に等しい略２／１００の勾配ｔをもつようになる。これは、双方の排水管接続
口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  の夾角θが１３５°の場合、双方の排水管接続口１ｂ
，１ｃの中心Ｐ，Ｑを結ぶ線の長さが、中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  の長さ（前述の中心Ｐ，Ｑか
ら交点Ｏまでの長さ）の２・ｓｉｎ６７．５°倍、つまり略１．８倍となるからである。
【００８７】
従って、この左右両用曲がり桝も、双方の排水管接続口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  
の勾配と排水管の勾配とが一致するので、排水管の差込接続作業を容易に行うことができ
、排水管の流れ勾配に誤差が生じることもなくなる。
【００８８】
この実施形態の４５°曲がり桝は、管径が１００ｍｍの排水管を排水管接続口１ｂ，１ｃ
に接続するもので、排水管接続口１ｂ，１ｃの中心軸線Ｌ P  ，Ｌ Q  に２／１００の勾配を
付与する必要があるため、勾配設定用筒体２の上部開口端２ｂの勾配Ｔを略２．２／１０
０に設定しているが、管径が１２５ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の４
５°曲がり桝で、排水管接続口の中心軸線に１．７／１００の勾配を付与する必要がある
ものでは、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔは、前記近似式（２）のようにＴ＝［１
．７／ｓｉｎ（θ／２）］／１００となり、θが１３５°の場合、勾配設定用筒体の上部
開口端の勾配Ｔを１．８／１００に設定すれば良いことになる。
【００８９】
また、管径が１５０ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の４５°曲がり桝で
、排水管接続口の中心軸線に１．５／１００の勾配を付与する必要があるものでは、勾配
設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔは、前記近似式（３）のようにＴ＝［１．５／ｓｉｎ（
θ／２）］／１００となり、θが１３５°の場合、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔ
を１．６／１００に設定すれば良いことになる。
【００９０】
更に、管径が２００ｍｍの排水管を排水管接続口に接続する左右両用の４５°曲がり桝で
、排水管接続口の中心軸線に１．２／１００の勾配を付与する必要があるものでは、勾配
設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔは、前記近似式（４）のようにＴ＝［１．２／ｓｉｎ（
θ／２）］／１００となり、θが１３５°の場合、勾配設定用筒体の上部開口端の勾配Ｔ
を１．３／１００に設定すれば良いことになる。
【００９１】
以上、左右両用の９０°曲がり桝と４５°曲がり桝の実施形態を挙げて本発明を説明した
が、本発明はこれらに限定されるものではなく、任意の曲がり角を有する桝に適用できる
ものである。即ち、桝本体の湾曲溝一端の排水管接続口の中心軸線と湾曲溝他端の排水管
接続口の中心軸線との夾角θが何度であっても、排水管の管径に応じて、勾配設定用筒体
の上部開口端に前記の近似式（１）～（４）で求められる勾配Ｔを付けることによって、
該筒体の上部開口端が水平となるように桝本体を傾けたとき、双方の排水管接続口の中心
軸線の勾配を適正に設定できるものである。
【００９２】
【発明の効果】
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本発明の左右両用曲がり桝は、管径１００ｍｍの排水管を接続するものでは、双方の排水
管接続口の中心軸線が管径１００ｍｍの排水管の適正な流れ勾配に等しい２／１００の勾
配となるように、また、管径１２５ｍｍの排水管を接続するものでは、双方の排水管接続
口の中心軸線が管径１２５ｍｍの排水管の適正な流れ勾配に等しい１．７／１００の勾配
となるように、更に、管径１５０ｍｍの排水管を接続するものでは、双方の排水管接続口
の中心軸線が管径１５０ｍｍの排水管の適正な流れ勾配に等しい１．５／１００の勾配と
なるように、更にまた、管径２００ｍｍの排水管を接続するものでは、双方の排水管接続
口の中心軸線が管径２００ｍｍの排水管の適正な流れ勾配に等しい１．２／１００の勾配
となるように、一端の排水管接続口から他端の排水管接続口に向かって、或は、他端の排
水管接続口から一端の排水管接続口に向かって、適正な流れ勾配を簡単に付けることがで
きるため、排水管の差込接続作業が容易となり、排水管の流れ勾配に誤差を生じることも
なくなるといった顕著な効果を奏し、また、左右両用であるため在庫の種類が半減すると
いった効果も奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る左右両用曲がり桝の分解正面図である。
【図２】同曲がり桝の平面図である。
【図３】同曲がり桝の設置方法の説明図である。
【図４】同曲がり桝の設置方法の説明図である。
【図５】同曲がり桝の原理説明図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る左右両用曲がり桝の分解部分斜視図である。
【図７】本発明の更に他の実施形態に係る左右両用曲がり桝の分解正面図である。
【図８】同曲がり桝の平面図である。
【図９】従来の左右兼用曲がり桝の正面図である。
【図１０】従来の左右兼用曲がり桝の平面図である。
【図１１】従来の左右兼用曲がり桝の設置方法の説明図である。
【図１２】従来の左右兼用曲がり桝の問題点の説明図である。
【符号の説明】
１　桝本体
１ａ　湾曲溝
１ｂ，１ｃ　排水管接続口
１ｄ　桝本体の上端開口部
２　勾配設定用筒体
２ｂ　上部開口端
２ｃ　下部開口端
Ｌ P  　一端の排水管接続口の中心軸線
Ｌ Q  　他端の排水管接続口の中心軸線
Ｔ　上部開口端の勾配
ｔ　排水管接続口の中心軸線の勾配
θ　一端の排水管接続口の中心軸線と他端の排水管接続口の中心軸線との夾角
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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